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本日の流れ
•大阪商工会議所IoT関連事業

•スマートものづくり応援隊とは

•現場派遣事業利用の流れ

•主な相談テーマ

•相談事例

•企業が当面しやすい課題

•指導者育成スクールの概要
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りそな銀行

大阪商工会議所 大阪府大阪市

大阪産業創造館 大阪イノベーションハブ 大阪産業技術研究所

東大阪市

MOBIO

ロボット革命
イニシアティブ協議会

IVI

産業技術総合研究所
人工知能技術コンシーシアム

IoT推進ラボ

大阪市・大阪商工会議所・大阪府が相互連携するとともに、国、その他支援機関等とも連携

大阪産業振興機構

近畿経済産業局 近畿総合通信局

「実証事業都市・大阪」包括提携

大阪商工会議所のIoT関連事業

ＩｏＴ
製品・サービスのスマート化 プロセスのスマート化

IoTを活用した新ビジネスの創出 IoTの導入による業務の効率化

 ビジネス創出支援（AIDOR アクセラレーション）
ビジネスワークショップ、基礎技術知識講座、メンタリング

実証実験支援（AIDORエクスペリメンテーション）
実証実験フィールド提供、コーディネート

インキュベーション（ソフト産業プラザ事業）
オフィス提供、経営支援、セミナー

大阪市IoT推進ラボ

IoT・RT関連ビジネスの創出

 IoTリーンスタート支援
セミナー、IoT診断・マッチング（Sier紹介）

導入企業・支援機関ネットワーク
IoTエコシステムの構築

（Webでの紹介・ブランド化、ネットワーク化）

大阪府IoT推進ラボ

中小企業に最適なIoTの導入

スマートものづくり応援隊

普及促進
施策、活用事例、ツールの紹介、相談窓口の開設

大阪・関西IoT活用推進フォーラム

IoT関連情報の提供

実証事業支援
相談窓口、連携先紹介、フィールド提供
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専門人材の育成・派遣
IoT導入指導者育成スクールの開講と同人材の中小製造業への派遣

中小製造業のIoTによる効率化等支援
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大阪・関西IoT活用推進フォーラム

１．例会の開催 （年間３回程度）
①IoTの活用方法やメリット、施策等の情報提供
②企業によるIoT活用の事例紹介
③IoT活用ツールの紹介
④交流会

２．IoT導入支援の個別相談
スマートものづくり指導者（スマートものづくり応援隊）に
よる、IoTツール等の導入に向けた個別相談
（対象：例会の参加企業）

２．IoT導入支援
＜指導者 現場派遣事業＞
○個別相談内容を踏まえたIoT機器・システムの導入提案
（対象：フォーラム個別相談の申し込み企業）
○応援隊に相談要請を行う企業へのIoT機器・システムの
導入提案（対象：中堅・中小製造業がメイン）

大阪商工会議所のIoT関連事業

「スマートものづくり応援隊」

１．IoT導入支援の指導者育成
＜指導者育成スクール事業＞
製造ライン管理者、技術士等の資格を有する企業OB、
ITベンダー担当者が同スクールを受講。
○受講者数 平成28年度：6名

平成29年度：14名
平成30年度：11名

○受講者属性 企業OB：1８名
ITベンダー担当者：1３名
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「スマートものづくり応援隊」とは

事業概要：
【対象】製造現場の経験が豊富な企業OBや、IoT

やロボットに知見を有する人材
【内容】業務改善、IE、製造現場等のIT化や

ロボット・IoT導入手法、工場での実習等
スクールで学んだ手法は広く地域や業界等
への横展開を目指す

事業概要：
【対象】スクール受講生（※昨年度の受講生も含）
【内容】スクール受講生を中堅・中小製造業に派遣し、

スクールで学んだ手法を使って、各現場に即し
たIoTツールの導入やIE等の指導を行う

カイゼン、IE、IoTに精通した
人材の育成

指導者育成スクール（以下、スクール） 現場派遣事業

カイゼン、IE、IoTの導入による
現場の改善

育成スクール受講生
を指導者として

実際の現場に派遣
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「スマートものづくり応援隊」の概要

○IoTを活用したカイゼンのアドバイスができる指導者を育成し、中小
製造業等からの相談に応じて、企業の製造現場に指導者を派遣する、
経済産業省の事業です。

○生産現場での実務経験を有する製造業OBの方とIoTベンダー企業
の現役社員の方が、相談内容に応じて指導者となり、IoTを活用した、
現場改善や新製品開発について提案を行うことで中小製造業等にお
ける生産性向上等を支援します。

○本事業を開始した2017(平成29)年度は、19社の相談依頼を受
け付けました。 2018年度は11月末日現在、10社から相談依頼
（昨年度の継続案件含む）を受けています。
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３.事前相談
までは無料

（途中辞退も可）

1. 問い合わせ・申し込み：
IoTの導入、業務改善を望む企業からの問い合わせ･申し込み

2. ヒアリング：
問い合わせ・申し込みのあった各社の課題、要望をヒアリング（大商職員が対応）

3. 事前相談＜現状把握＞：（原則2回まで）
実際に「スマートものづくり指導者」が訪問し、事業概要や工場の現状を把握し、
IoT導入等に向けた方向性を検討します。

4. 本相談＜改善提案＞：（原則3回まで）

事前相談の内容をふまえ、IoT等を活用したカイゼン提案を行います。

【1回目】
☞ 事前相談で決めた支援内容について、業務カイゼン提案の方向性の検討と
IoTツールの紹介などを行う

【2回目】
☞ 1回目で確認した内容に基づき、 IoTを活用したカイゼン提案を行い、

提案内容の概要を調整する
【3回目】
☞ 2回目で検討した内容に基づき、概算見積も加えて、
IoTを活用したカイゼン提案を行う

有料(1万円/回)
＜各回２～3時間程度＞

相談企業は｢情報利
用の同意書｣を提出

事
業
の
流
れ
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現場派遣事業利用の流れ
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主な相談テーマ

＜○プロセスのスマート化＞

✓センサ導入による製造ラインの「見える化（ＷＥＢ上で確認）」

✓ＲＰＡの活用による入力作業の自動化

✓熟練技術者によるＯＪＴ活動の効率化（映像の活用）

＜○製品のスマート化＞
✓既存製品のIoT対応（稼働状態の見える化、遠隔操作）



マイコンボード（ラズベリーパイ）

←光電センサ

製袋機の上下の動き(ショット)
をセンサー(黄色矢印)で感知し

回数をカウント

上田製袋様が導入したIoTシステム(一例)
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【現場派遣の支援事例】上田製袋株式会社様(大阪府守口市）
☞医療用滅菌バッグ等の製造を行っている同社では、製袋機にセンサーを取り付け、機械の稼働や停止状況をWEB上からリア
ルタイムに確認できるシステムを導入。原材料の準備や出荷手配など生産支援部門と製造部門とのの連携効率が高まり、生産
性向上に貢献している。

1. 問い合わせ・申し込み

2. ヒアリング

3. 事前相談<現状把握＞
（原則2回まで）
事業概要や工場の現状の把握、
IoT導入等に向けた方向性検討

4. 本相談＜改善提案＞
（原則3回まで）
【1回目】業務カイゼン提案の方向性の
検討とIoTツールの紹介などを行う

【2回目】1回目で確認した内容に基づき、
IoTを活用したカイゼン提案を行い、提案
内容の概要を調整する

【3回目】概算見積も加えて、
IoTを活用したカイゼン提案を行う

有料(1万円/回)

★事前相談★
(2017年11月、2時間)
《現状把握》

・ご要望を確認し相談テーマ（機械の稼働状況）を設定

★本相談★

事
業
の
流
れ

現場派遣事業
利用の流れ

上田製袋㈱様
の場合

【1回目(2018年1月、2時間)】
《事前相談を踏まえて支援内容を提示》
・課題解決のための具体的なIoTツールを提案

【2回目(3月上旬、1.5時間)】
《支援内容の絞り込み》
・使いやすさ、 IoT化の難易度等の観点から、
相談テーマに関するIoT導入をアドバイス

【3回目(3月下旬、2時間)】
《 IoT導入の最終提案の発表》
・IoT導入にかかる概算費用を含めて提案
→ご検討の後、本契約へ
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ＩｏＴ導入に向けた、企業が当面しやすい課題
(これまでの応援隊相談実績から抽出）

＜ＩｏＴツールの選択：具体的な導入方法や使い勝手＞

＜費用対効果の算定：コストダウンや売上アップとの関係＞

＜導入のための資金確保：補助金の公募期間＞

＜社内ＩＴ人材の不足：若手社員の参画＞

＜ＩｏＴ導入テーマの設定：全体最適と部分最適＞



（ご参考）指導者育成スクール（以下、スクール）の概要

生産現場を熟知する
企業ＯＢ

IoT・ロボット等に知見
のある人材（ベンダー）

指導者育成スクール

カイゼンからIoT・ロボットに至るまで
幅広い知識・ノウハウを有する指導者

IoT・ロボット・プログラム等
の知識・ノウハウ

カイゼン・５Ｓ等
の知識・ノウハウ
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平成30年度の実施内容（カイゼン、 IoTの座学および演習）
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回
次

会場
講師

プログラム

１
於：大阪商工会議所

皆川健多郎氏

ＩＥの基礎＜４．５時間＞

経済性評価＜１．５時間＞

２
於：大阪工業大学

皆川健多郎氏
模擬ライン生産演習＜６時間＞

３

於：大阪工業大学

㈱日本生工技研

皆川健多郎氏

改善活動分析ソフトウェア活用事例・演習＜３時間＞

模擬ラインでのソフトウェア演習＜３時間＞

４
於：大阪産業創造館

土井滋貴氏

ＩｏＴ座学＜２時間＞
ＩｏＴ演習＜４時間＞

５

於：大阪商工会議所

荻本健二氏

川野太氏

ＩｏＴキットの仕組みと使い方の紹介＜３時間＞

中小製造業向けIｏＴツールの紹介＜１．５時間＞



回
次

会場／講師 プログラム

６ 於：㈱オリエンタルベーカリー京都工場／皆川健多郎氏 実習先工場訪問＜４．５時間＞

７ 於：大阪工業大学／皆川健多郎氏・小林裕之氏 カイゼン提案作成＜６時間＞

８ 於：㈱オリエンタルベーカリー京都工場／皆川健多郎氏 プレゼンテーション＜３時間＞
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氏名／ 所属

川野 太 氏／ 特定非営利活動法人ヒューリット経営研究所 理事

荻本 健二 氏／ 株式会社創機システムズ 代表取締役

小林 裕之 氏／ 大阪工業大学 ロボティクス&デザイン工学部 システムデザイン工学科 教授

土井 滋貴 氏／ 奈良工業高等専門学校 電気工学科 准教授

皆川 健多郎 氏／ 大阪工業大学 工学部 環境工学科 教授

平成30年度の実施内容（工場実習、改善提案の作成・発表）

スクール講師一覧


